
別紙様式第６－２号

１－１　取組実施者の概要（個人用）

１－２　取組実施者の概要（法人用）

（注）１．担当者は、本事業の実施及び会計手続等の窓口となる者を記載する。

　　　２．関係書類として、適宜、根拠資料を添付すること。

２　支援対象品目等

（注）支援対象品目（前作）欄には、出荷実績等のある支援対象品目を全て記載。

　　　（例：メロン、つまもの類（わさび、穂じそ）、香酸カンキツ(すだち、かぼす、ゆず)、切り花（輪ギク） 等）。

　　　２．記載した品目の出荷実績等の分かる資料を添付し、✓を記入すること。

３　現況値

（注）現況面積欄には、前年の高収益作物（野菜、花き、果樹又は茶等）の栽培に利用したほ場の実面積を記載する。

４　収入保険の状況
番号

1

2

（次の頁に続く）

担当者名 （TEL） （FAX）

（E-mail）

取組計画書

氏名 　　　　田辺　太郎

連絡先

（住所）　和歌山県～～市～～～～～町～～～～～

（TEL） （FAX）

（E-mail）

法人名及び
所在地

（法人名）

（所在地）

代表者名

□

□

前作の出荷実績等が
分かる資料の添付

☑

支援対象品目（前作）
次期作で支援対象の

取組を行う高収益作物

収入保険に今後加入する意向があり、加入に向けた具体的な検討を行う。

状況

高収益作物の
現況面積（a）

収入保険に加入している。

チェック

品目

連絡可能な手段をすべて記入

して下さい。

法人の場合はこちらに記入して下さい。

大項目（切り花、香酸カンキツ）ではなく、

小項目（すだち、ゆず、スターチス等）で記

入すること。

Ｒ3.1～3月に出荷のあっ
た品目のみ記入。

交付対象面積のうち一部でも収入保険に加入していない場
合は、加入に向けた具体的な検討を行うにチェック。ただ
し、この場合は収入保険への確認書の提出が必須。

作付している農地の面積の合計を記入。
（作付けはしているが、取組を実施しない面積も含みます。）
作付け農地面積の合計＝全農地面積－不作付け地面積
昨年度の交付金を申請した場合は実績値を記入



５　誓約・同意事項
 取組実施申請者は、交付金申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。
（注）誓約・同意事項の内容を確認のうえ、各チェック欄に✔を記入すること。

（１）高収益作物次期作支援交付金の交付申請に関する誓約事項

　ア 収入保険に加入している又は今後加入する意向があり加入に向けた具体的な検討を行います。

イ

　　　　

ウ 本事業に関する報告や立入調査について、地方農政局等から求められた場合には応じます。

エ

　

オ 以下の場合には、交付金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。

　　

(イ)正当な理由がなく、取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場合

（２）個人情報の取扱い

　農林水産省は、本交付金の交付対象となった取組実施者から提出された取組計画書等に記載された
個人情報及び収入保険の状況、交付額等を共済組合並びに取組実施者のほ場が所在する都道府県及び
市町村に必要最小限度内において提供する場合があります。

　また、提供した個人情報を基に後日、収入保険や農業共済について共済組合からご説明させていた
だく場合があります。なお、提供した個人情報は、収入保険や農業共済の説明以外の用途には使用し
ないことを申し添えます。

事項

「（１）高収益作物次期作支援交付金の申請に関する誓約事項」について誓約する。

事項

「（２）個人情報の取扱い」に記載された内容に同意する。

高収益作物次期作支援交付金の交付額は、収入保険の保険金等を算定する際の収入として計上する
ため、全国農業共済組合連合会及び各都道府県農業共済組合（以下「共済組合」という。）に申告
します。

交付申請書等の交付関係書類や取組を実施したことが確認できる資材の購入伝票、作業日誌等の証拠
書類について、交付申請を行った年度の翌年度から５年間保管し、事業実施主体や地方農政局等から
の求めがあった場合には提出します。

(ア)交付金申請書、取組計画書及びその他の提出書類において虚偽の内容を申請したことが判明した
    場合

(ウ)本交付金の交付を受けたことがある取組実施者については、取組類型エ(取組項目⑧-1、2)及び
　　オ(取組項目⑧-3)のうち、前年度、既に実施し、補助対象となった項目を、今年度の取組項目と
　　して選択したことが判明した場合

(エ)取組計画書に記載した取組を実施したことを証明する書類が保存されていないこと、次期作とな
    る対象品目について、適切な作付け・肥培管理・収穫等が行われていないことや、正当な理由な
    く、出荷・販売していないこと、その他交付要件を満たす取組が行われていないことが判明した
    場合

☑

チェック

☑

チェック

下記の誓約・同意事項を読ん
でからチェックを入れてくだ
さい。

下記の誓約・同意事項を読ん
でからチェックを入れてくだ
さい。



氏名(取組実施者)：　　和歌山　太郎

〇 前々年作

平年作

② 1,934,500

円

550,000

円

100,000

円

2,584,500

円

③ 1,813,743

円

④ 1,450,900

円

⑤ 15.15

ａ

53.20

ａ

8.50

ａ

76.8

ａ

２．次期作に取り組む面積に対応する金額

⑥ 80

万
円
／
10
ａ

5.5

万
円
／
10
ａ

万
円
／
10
ａ

⑦ 15.1

a

59

a a

74.1

⑧ 1,208,000

円

324,500

円 円

1,532,500

円

円

支援単価（A.～D.いずれかを選択）
　A.5万円/10a
　B.5.5万円/10a
　C.25万円/10a

　D.80万円/10a
　※支援単価は事業実施主体にご確認ください。

支援対象となる取組を行う面積(交付対象面積)

 ※5万円(5.5万円)/10a の取組
 　⇒   1a未満切り捨て
 ※80万円/10a、25万円/10a の取組
 　⇒ 0.1a未満切り捨て
 ※⑤の「合計」が上限面積となります

⑥×⑦×1000
 ※合計欄は100円未満切り捨て

交付申請金額※ 1,450,900 ※④又は⑧のうち、
いずれか低い金額

◆⑥のC.、D.に該当する品目は、申請を取りまとめる事業実施主体の事務局等にご確認下さい。
◆⑦の「合計」の面積は⑤の「合計」欄に記載の数値を上限とします。

次期作で支援対象となる取組を行う高収
益作物の品目

スターチス
【施設栽培】

ゆず
大葉

合計
※⑦が⑤以下になる

こと！！

減収額の８割の金額（③×0.8）
 ※100円未満切り捨て

←交付額
　上限

Ｒ３年１月～３月の出荷分に相当する
作付面積
 ※合計欄は0.1a未満切り捨て

←交付対象
　面積上限

300,000

円

4,398,243

円

Ｒ３年１月～３月の売上額合計

①の品目の減収額の合計(①-②）

① １月～３月の売上額の合計 3,398,243

円

700,000

円

１．Ｒ３年１月～３月における減収額の８割の金額（交付額の上限）の計算表

◆対象期間（Ｒ３年１月～３月）に出荷した又は廃棄により出荷できなった品目について記入してください
◆①欄は「前々年作」、「平年作」どちらかのデータを申請者が選択し○を記入した上で、全ての品目について選択した
データを使用してください
◆記載する品目に野菜価格安定制度の補給金が交付された場合は、各年の売上額に算入して記載してください
◆⑤は対象期間（Ｒ３年１月～３月）に売上げが減少した品目の、Ｒ３年１月から３月までの出荷分に相当する作付面積を記
載してください（次期作に取り組む面積の上限となります）

対象期間に出荷又は廃棄し売上げが減少
した支援対象品目

スターチス ゆず 大葉 合計

①

②

①−②=③

③×0.8=④

前々年又は平年（H29～H31年の3か

年平均）の1月～3月の売上額の合計

を記入してください。前々年作(H31年)又は平年作（H29～

H31年の3か年平均）のどちらかに

「〇」をしてください。

R3年1月～3月に出荷実績のある、又は廃棄等により出荷できなかっ

た支援対象品目のうち、前々年又は平年（H29～H31年の3か年平

均）の同時期より売上げが減少した品目を記入してください。

R3年1月～3月の売上額の合計を記

入してください。

⑦

⑧

⑤

参考様式（交付申請金額の計算表）手書き用

100円未満は切り捨ててください。

1,450,994円 → 1,450,900円

減収のあった支援対象品目の、「R3年1月～3

月（対象期間）の出荷分に相当する面

積」を記載してください。

出荷分に相当する面積が不明な場合、対象期

間の出荷量を、対象期間の平均単収で割るなど

の方法により算出してください。

＜計算例＞R3年1月～3月の出荷量が6t、R3年

1月～3月の平均単収が2t/10aとすると、

6÷2＝3（10a）＝30a

この他、対象期間の出荷量を出荷期間全体の

出荷量で割り、その割合を作付面積に按分する

等の方法で算出してください。（出荷期間が続い

ており計算が困難な場合は、出荷量見込や平年

0.1a未満は切り捨ててください。

76.85a → 76.8a
各支援単価に当てはまる次期作の栽培品目を記入してください。

高集約型品目の場合は【施設栽培】と記載してください。

⑦の数字が⑤の数字以下

になるようにしてください。

「5」、「5.5」、「25」、「80」のいずれかの支援単

価を記入して下さい。
※支援単価（高集約型品目）

○次期作が施設栽培の花き、大葉、わさび

…25万円/10a

○次期作が施設栽培のマンゴー、おうとう、ぶどう

…80万円/10a

（施設に加温（空調）装置又はかん水装置必要）

⑥（支援単価(万円/10a)）×⑦（取組面積(a)）×1000

※取組面積＝支援の対象となる取組を行う面積（交付対象面積）

上記⑤の作付面積のうち、次期作の取組（２

つ選択したもの）を実施する面積を記入してく

ださい。

※高集約型品目の場合は0.1a未満切り捨て

高集約型品目以外の場合は1a未満切り捨て

交付申請金額は、下記のいずれか低い金額を記入してください。

④＝減収額の8割の金額

⑧＝支援単価×取組面積

今回の記入例では、④1,450,900円＜⑧1,532,500円 なので、

④1,450,900円が交付申請金額となります。

和歌山県作成



別添１（交付申請用）

(新型コロナウイルス感染症との関連)

圃場
№

登記地積
（㎡）

作付面積
（㎡）

R3.1～3に作付
していた作物名

次期作の
作物名

備考

1 1234 1234 ゆず ゆず
　□施設花き
　□施設果樹
　☑その他

2 234 234 すだち すだち
　□施設花き
　□施設果樹
　☑その他

3 456 456 すだち すだち
　□施設花き
　□施設果樹
　☑その他

4 789 720 スターチス スターチス
　☑施設花き
　□施設果樹
　□その他

5 1111 1000 スターチス スターチス
　☑施設花き
　□施設果樹
　□その他

6
　□施設花き
　□施設果樹
　□その他

　　※記入欄が足りない場合は別紙を作成し添付してください。
　　※取組面積に平均畦畔率（8.350％）差し引いた面積が交付対象面積となります。

３．下記の事項について誓約します。

【誓約事項】

取組実施者氏名　　　　○○　　○○　　　.

（下記の事項をお読みになり、誓約する項目についてチェックを入れ、記名押印して下さい。）

☑　本事業において、農地台帳等関係書類と照合した結果、事業主体により取組面積を
縮小することに異議ありません。

☑　本事業において、申請受付機関から共済組合並びに和歌山県及び取組実施者のほ
場が所在する市町村に申請内容を情報提供することに異議ありません。

☑  本事業について、別の事業主体に申請しておりません。

☑　申請書及びその他の提出書類の記載内容について、事実と相違ありません。

　　　〃　　　8002

１．1～3月に出荷のあった品目において受けた影響について記入して下さい。

作物名 影響

ゆず
すだち

スターチス

□　売上が減少した　　（前作と比較して約　　　　割減少）
□　労働力確保が困難になった
□　経費が上がった　　（前作と比較して約　　　　割増加）
□　コミュニケーション等が困難になった
□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．次期作に向けた取組を行う農地の地番等を記入して下さい。

地名・地番

田辺市上秋津5000-1

　〃　　　　　5100

　〃　　　　　5101

田辺市稲成町8000-1



別添２（交付申請用・ハウスのみ）

圃場№ 間口（ｍ） 奥行（短辺）（ｍ） 奥行（長辺）（ｍ）
加温装置（空調設備）又
はかん水装置の有無

4 16 45 45 □有り
□無し

5 24 43 47 □有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

□有り
□無し

　　※記入欄が足りない場合は別紙を作成し添付してください。
　　※圃場№は別添１から引用してください。
　　※面積に0.1ａ未満の端数がある場合は切り捨てとさせていただきます。

取組実施者氏名　　　〇〇〇〇〇（自筆）　　　.

１．施設栽培の作物が交付対象となっている場合は、施設の間口と奥行等を記入してください。

ハウスの通称

〇〇〇〇

〇〇〇〇


